
Derwent Data Analyzer
事例集

Clarivate 2024年10月



基本的なトレンド把握︓

 日付データ

 国データ

 出願人

 出願⼈と出願年

 IPCと出願年

 出願人とIPCと出願年

 2社の比較

引⽤情報の利⽤

 出願⼈と出願年と被引⽤数

 出願⼈と被引⽤特許の年

 ファミリー情報の活用

数値を利⽤した分析︓Derwent Innovationの価値指標の活用

 キーパーソン分析︓競合他社の発明体制の重要⼈物（特許の発
明者）

技術の観点の分析︓

 IPC×出願年

 課題×出願年、出願⼈×課題×出願年

 近年伸びつつある技術（出現指標、マトリクス、年別分析）

 技術俯瞰

その他の分析事例

 分野の動向分析

 他社の新規動向を探る

 競合と自社を比較する

 研究ネットワークを知る

 創薬・医薬品データを利⽤する

 論⽂データを利⽤する

 商標データを利⽤する

 分析内容を情報共有して組織内で有効活用するために

Derwent Data Analyzer 事例集

2



基本的なトレンド把握︓⽇付データ
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日付データで経時変化を把握

操作
年データを選択し、
「折れ線グラフ」を選択

操作
年データを選択し、
「縦棒グラフ」を選択

操作
日付データから月データを取り出し
（追加データ処理＞読み取り終了‐最後の＞句読点）、
「縦棒グラフ」を選択

増加傾向か、減少傾向か



国データで出願先国や主要なマーケット国・地域などを把握

基本的なトレンド把握︓国データ
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操作
国データを選択し、
「横棒グラフ」を選択

操作
国データを選択し、
「円グラフ」を選択

操作
「ワールドマップ」を選択

どの国・地域で出願が多いか



出願人データで主要なプレーヤーとそれらの繋がりを把握

基本的なトレンド把握︓出願⼈
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操作
出願人データを選択し、
「横棒グラフ」を選択

操作
出願人データを選択し、
「円グラフ」を選択＞Pie Typeを「Smart Pie」へ変更

操作
出願人データを選択し、「クラスタマップ」を選択。
その後、「ネットワークリンクの範囲」を調整し間引きし、レイアウト
を調整。

出願が多い出願人は誰か。誰と誰が共同出願、共同研究開発しているか。



出願⼈と出願年で各プレーヤーの出願トレンドを把握し、近年出
願が増加してるプレーヤーを確認

基本的なトレンド把握︓出願⼈と出願年
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操作
出願人×出願人マトリクスを作成後、エリアを選択し＞「解
析」＞「⾃動化」＞「スクリプトの実⾏」＞「レポート ‐ マトリ
クスをExcelでプロット」

操作
「マトリクス」を選択し、
⾏（縦）に出願⼈、列（横）に出願年を選択

操作
・予め、出願人のTop10グループを作成。
・「バブルチャート」を選択し
・ステップ１で縦軸に出願人のTop10グループを選択し、ス
テップ２で横軸に出願年を選択

近年、出願を増やしている出願⼈は誰か。
出願⼈と出願年のマトリクス

近年、出願を増やしている出願⼈は誰か。特許の⽣死の状況か︖
出願⼈と出願年のバブルチャート



 IPCと出願年で技術のトレンドを把握

基本的なトレンド把握︓IPCと出願年
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操作
・「バブルチャート」を選択し
・ステップ１で縦軸にIPCサブクラスを選択し、ステップ２で横
軸に出願年を選択

操作
・IPCと出願年のマトリクスを作成後、マトリクスの⼀部をExcelへコピー
＆ペースト。
・Excel上でカラースケールとスパークラインを設定。

出願が増えている技術分野はどこか︖
IPCの階層と出願年のマトリクスをExcelへプロット出願が増えている技術分野はどこか︖

IPCサブクラスと出願年のマトリクス

セルの色の濃淡とスパークラインで
件数のピークと傾向を把握

操作
「マトリクス」を選択し、
⾏（縦）にIPCサブクラス、列（横）に出願年を選択



基本的なトレンド把握︓出願⼈とIPCと出願年
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操作
・予め、出願人のTop10グループを作成。
・「ピボットツール」を選択し、出願人Top10、出願年、
IPCサブクラスを選択
・ヒートマップで各出願人のIPC毎の件数推移を把握

操作
・ピボットツールの結果をExcelへエクスポート
・Excel上でカラースケールとスパークラインを設定。

各出願⼈はどの技術分野で出願を増やしているか︖
出願人IPCサブクラスと出願年のピボットツール



自社と競合他社など比較した2社にフォーカスしたチャート

基本的なトレンド把握︓2社の比較
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操作
・出願人のリストで、2社を選択
・「バタフライチャート」を選択し、分析軸としてIPC
サブクラスを選択

操作
・出願人のリストで、2社を選択
・「バタフライチャート」を選択し、分析軸として
DWPIファミリーメンバー国を選択

操作
・予め、DWPI優位性データで発明効果・課題の
グループを作成
・出願人のリストで、2社を選択
・「バタフライチャート」を選択し、分析軸として
DWPI優位性のGroup Namesを選択

2社の技術（IPCサブクラス）の強みはどこか
バタフライチャート

2社の出願先の国（マーケット）の違いはどこか
バタフライチャート

2社の特許の発明効果・解決課題の違いはどこか
バタフライチャート



引⽤情報の利⽤︓出願⼈と出願年と被引⽤数
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譲受人/出願人 (クリーン): Top 10
20

15
20

16
20

17
20

18
20

19
20

20
20

21
20

22
20

23
20

24

Tot
al スパークライン

3M INNOVATIVE PROPERTIES CO 351 135 40 44 29 22 8 3 16 351

NITTO DENKO CORP 25 81 22 53 34 19 8 2 0 0 81

FUJI FILM CORP 20 12 9 8 8 2 5 71 0 0 71

SUMITOMO CHEM CO LTD 48 23 14 14 12 7 15 1 0 0 48

SAMSUNG SDI CO LTD 42 0 46 11 21 1 0 0 46

LG CHEM LTD 28 43 34 8 5 2 1 0 0 43

FUJIMORI IND CO LTD 39 18 20 11 2 32 1 0 0 0 39

DAINIPPON PRINTING CO LTD 16 9 20 4 2 4 5 0 0 20

NIPPON ZEON KK 11 9 7 3 2 0 0 0 0 11

TORAY IND INC 5 8 7 5 0 1 1 0 0 8

各出願人（Top10社）のいつ頃の特許が頻繁に引用されているか
出願⼈と出願年と被引⽤数のバブルチャート

操作
・予め、出願人のTop10グループを作成。
・予め、被引用数を０、1‐5、6‐10。。。などグループを作成
・「バブルチャート」を選択し
・ステップ１で縦軸に出願人のTop10グループを選択し、ステッ
プ２で横軸に出願年を選択
・Divide bubbles by fieldで被引用数のグループを選択

各出願人（Top10社）のいつ頃の特許が頻繁に引用されているか
出願⼈と出願年と被引⽤数のピボットツール

操作
・予め、出願人のTop10グループを作成。
・「ピボットツール」を選択し、出願人Top10グループ、出願年、
被引用数（引用(Forward) 特許数‐DPCI)）を選択
・ヒートマップで各出願⼈の各年の特許の被引⽤数をプロット

操作
・ピボットツールの結果をExcelへエクスポート
・Excel上でカラースケールとスパークラインを設定。

古い特許の被引用数が多いのは当然だが、最近の特許で頻繁に
引⽤されている特許はあるか︖



引⽤情報の利⽤︓出願⼈と被引⽤特許の年
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操作
・被引⽤特許の公報発⾏⽇データから年データを取り出し
（追加データ処理＞⽇付＞年の抽出）
・「マトリクス」を選択し、⾏（縦）に出願⼈、列（横）に被引⽤特許の年を選択、
その他のオプションで出現回数を選択

最近、被引用されている出願人は誰か?
出願⼈と被引⽤特許の年のマトリクス

Arkema社の特許の被引⽤の年推移（被引⽤特許の年）
最近、被引⽤されている特許はどれか︖

公報番号と被引⽤特許の年のマトリクスのExcelプロット

操作
・出願人Arkema社のデータを取り出す（サブデータセット）
・「マトリクス」を選択し、⾏（縦）に公報番号、列（横）に被引
⽤特許の年を選択、その他のオプションで出現回数を選択
・マトリクスをExcelへプロット
・Excel上でカラースケールとスパークラインを設定。



例︓出願⼈Roche社の特許リスト

ファミリー情報の活⽤︓ファミリーのメンバーが増えいている（出願先を増やしている）特許はどれか?
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最近、DWPIファミリーのメンバーが増えい
ている（出願先を増やしている）特許は
どれか?

（最近、多くの国で出願している・権利
化している特許はどれか︖）
公報番号とDWPIファミリーメンバー年の
マトリクスのExcelプロット

操作
・「マトリクス」を選択し、⾏（縦）に公報番号、列（横）にDWPIファミリーメン
バー年を選択、その他のオプションで出現回数を選択
・マトリクスをExcelへプロット
・Excel上でカラースケールとスパークラインを設定。



数値を利⽤した分析︓Derwent Innovationの価値指標の活用
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技術領域に対する重要度/影響度（他社引⽤が多くなる）が⼤
きい出願⼈は誰か︖

価値指標（技術分野での重要度）×発明の数（米国特許）の
散布図

特許所有者（自社）にとっての重要性（自社引用が多くな
る）が⼤きい特許が多い特許出願⼈は誰か︖

価値指標（戦略的重要性）×発明の数（米国特許）の
散布図

操作
・分析対象の米国特許のデータをDerwent Innovationからエクスポート
・出願人のTop10グループを作成
・「散布図」を選択し、ステップ１で出願人のTop10を選択、ステップ２で
DWPIアクセッション番号を選択（用語の合計数）、ステップ３で技術分野
での重要度を選択（ Average of Values ）

操作
・分析対象の米国特許のデータをDerwent Innovationからエクスポート
・出願人のTop10グループを作成
・「散布図」を選択し、ステップ１で出願人のTop10を選択、ステップ２で
DWPIアクセッション番号を選択（⽤語の合計数）、ステップ３で戦略的重
要性を選択（ Average of Values ）

影響度が⼤きい
出願人



キーパーソン分析︓競合他社の発明体制の重要⼈物（特許の発明者）
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ネットワークメトリクス（キーストーン）
の上位の人物。
他の⼈物間の経路に存在している。

件数上位の人物。

クラスタマップ

ネットワークメトリクス

操作
・発明者データを選択し、「クラスタマップ」をクリック
・その後、「ネットワークリンクの範囲」を調整し間引きし、レイアウ
トを調整。

操作
「ネットワークメトリクス」をクリックし、発明者データを選択



技術の観点の分析︓IPC×出願年
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2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 スパークライン

G01S 260 427 845 1200 1564 1902 2041 2132 1477 275

G01T 3 1 6 3 2 5 4 1

G01V 8 1 2 3 7 9 7 12 7 1

G01W 9 8 11 12 22 21 11 10 15 2

G02B 39 63 168 215 263 222 283 295 184 35

G02C 1 1 3 2 4 1

G02F 4 4 41 53 59 44 62 48 43 1

G03B 1 4 4 5 11 11 19 23 11 6

G03F 2 1 3 5 3 2

G03G 1

G03H 2 4 4 2 3 5 4 5 1

G04D 1

G04F 1 2 3 2 8 3 6 4

G04G 1

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 スパークライン

A 10 26 32 61 68 121 136 153 135 73

B 94 166 305 406 488 640 721 844 540 155

C 2 2 4 13 22 32 33 47 28 9

D 1 1 4

E 5 9 8 24 34 44 42 62 47 16

F 24 18 40 47 87 64 74 77 68 9

G 377 595 1197 1690 2194 2648 2956 3162 2336 520

H 59 105 192 272 392 458 483 522 367 97

どの分野（セクション）の特許が増えているか︖

Gセクションのどの技術（サブクラス）の特許が増えているか︖

操作
・マトリクスをExcelへプロット
・Excel上でカラースケールとスパークラインを設定。
・色の濃淡と棒グラフで傾向を確認



技術の観点の分析︓IPC×出願年
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G01S-0017 227 362 684 957 1149 1480 1564 1620 1096 194

G01S-0017/00 2 7 16 12 16 41 24 17 19 3

G01S-0017/02 14 13 33 58 108 66 51 33 16 3

G01S-0017/04 6 8 28 30 10 19 28 22 20 3

G01S-0017/06 12 22 30 40 48 68 72 61 45 5

G01S-0017/08 12 19 46 80 67 129 131 103 63 8

G01S-0017/10 27 62 170 191 152 164 132 125 76 10

G01S-0017/18 3 5 5 10 3 8 8 4 3 1

G01S-0017/26 2 12 30 19 16 13 18 25 8 4

G01S-0017/32 5 10 26 21 34 32 30 47 27 6

G01S-0017/34 5 11 17 36 42 54 86 71 58 2

G01S-0017/36 2 5 10 10 13 13 6 4

G01S-0017/42 16 23 72 98 104 136 129 117 101 12

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 スパークライン

G01S-0005 4 1 2 5 4 12 8 15 7 2

G01S-0007 121 262 537 778 1060 1282 1331 1357 956 160

G01S-0007/00 2 1 3 10 18 6 7 19 11

G01S-0007/02 2 2 2 9 11 7 9 9 11

G01S-0007/40 2 5 13 20 33 29 39 32 15 8

G01S-0007/41 2 4 2 6 15 25 24 29 22 4

G01S-0007/48 13 36 47 111 144 170 229 188 203 39

G01S-0007/481 66 129 314 430 591 727 729 719 457 69

G01S-0007/483 2 4 14 9 9 20 17 21 12 3

G01S-0007/484 7 25 52 75 114 140 160 120 78 15

G01S セクションのどの技術（グループ）の特許が増えているか︖



技術の観点の分析︓課題×出願年、出願⼈×課題×出願年
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どの発明効果・解決課題の特許が増えているか︖
DWPI優位性フレーズ（グループ）と出願年のマトリクス

どの発明効果・解決課題の特許が増えているか︖
DWPI優位性フレーズ（グループ）と出願年とのマトリクス

各出願⼈でどの発明・解決課題の特許が増えているか︖
出願人とDWPI優位性フレーズ（グループ）と出願年のピボットツールのExcelエクスポート



技術の観点の分析︓近年伸びつつある技術（出現指標）
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用途のフレーズ 優位性（効果・課題）のフレーズ

High transparencyなどが伸びて
いる

Automobile components
などが伸びている

どの⽤途の特許が増えているか︖
DWPI用途フレーズの出現指標

どの発明効果・解決課題の特許が増えているか︖
DWPI優位性フレーズの出現指標

操作
・「出現指標」をクリック
・用語フィールドに用途フレーズを選択
・年フィールドに公報発⾏年を選択し、「データセットの最後の年
を無視」をチェック

操作
・「出現指標」をクリック
・用語フィールド優位性フレーズを選択
・年フィールドに公報発⾏年を選択し、「データセットの最後の年
を無視」をチェック

今後の動向を予測するための参考情報として、近年伸びている
フレーズをチェック



技術の観点の分析︓近年伸びつつある技術（マトリクス）
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用途のフレーズ 優位性（効果・課題）のフレーズ

どの⽤途の特許が増えているか︖
DWPI⽤途フレーズと公報発⾏年のマトリクスのExcelプロット

操作
・「マトリクス」を選択し、⾏（縦）に⽤途フレーズ、列（横）に
公報発⾏年を選択
・マトリクスをExcelへプロット
・Excel上でカラースケールとスパークラインを設定。

どの発明効果・解決課題の特許が増えているか︖
DWPI優位性フレーズ公報発⾏年のマトリクスのExcelプロット

操作
・「マトリクス」を選択し、⾏（縦）に優位性フレーズ、列（横）
に公報発⾏年を選択
・マトリクスをExcelへプロット
・Excel上でカラースケールとスパークラインを設定。

今後の動向を予測するための参考情報として、近年伸びている
フレーズをチェック



技術の観点︓最近初めて登場したフレーズ（年別分析）

20

用途のフレーズ 優位性（効果・課題）のフレーズ

Gasoline tank などに
今後注目すべきか

Cushioningなどに
今後注目すべきか

最近登場してきた⽤途は何か︖
⽤途フレーズの年別分析

最近登場してきた発明効果・解決課題は何か︖
優位性フレーズの年別分析

操作
・「年別分析」を選択し、年でソートするフィールドに⽤途フレーズ、
年フィールドに公報発⾏年を選択

操作
・「年別分析」を選択し、年でソートするフィールドに優位性フレーズ、
年フィールドに公報発⾏年を選択

今後の動向を予測するための参考情報として、最近出始めた
フレーズをチェック



技術の観点の分析︓フレーズ・ワードを使って分析⺟集団の技術的特徴を俯瞰
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 NLP処理したフレーズを使ってクラスタリングを⾏います。クラスタリングの計算により、トピックをメジャークラスターに分割し、更にメジャーク
ラスターをマイナークラスターに分割します。最後に各エリアに名前を付け、オーバーラップするマイナーエリアを同じ色で表示します。

操作:
予め、テキストデータ（例︓DWPI 用途など）から、データ編集
⇒追加データ処理⇒NLP⇒フレーズの⼿順でフレーズを切り出す
して置き、
１．「解析」メニュー⇒「概念グリッドを作成」を選択
２．解析対象のフィールドを選択（例︓NLP処理したフレーズ）

ご利⽤場⾯
分析対象の⺟集合の技術的な特徴を簡
単な操作で俯瞰します。

例えば、DWPI 用途データのフレーズで概
念グリッドを作成すると、どのような⽤途が多
いのか把握できます。

用途フレーズのグループ化など、用途フレー
ズの分析軸を作成する際の参考情報とし
て、活用できます。

メジャークラスター

マイナークラスター

クラスター内のトップのフ
レーズ（container）
を表示



その他の分析事例
旧バージョンのDerwent Data Analyzerで作成した事例です。

最新バージョンのインターフェイスと異なる事例もあります。



分野の動向分析 1. トッププレーヤーを視る
/分野の経年推移を視る

2. 新規参⼊プレーヤーを発⾒する

3. 分野の新規傾向をキーワードから探る

4. 分野別の時系列動向を知る

5. プレーヤーごとの注⼒分野

6. 重要特許を抽出する

7. 技術動向レポートを利⽤する

8. トップ出願人企業の傾向をレポートし把握する

9. 年代別の傾向をレポート出⼒する

10.応⽤︓⽂章解析を使って技術分析する
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 円グラフ
DDAでは、リストを出⼒するだけで、既に数の多い順に並んでいるため、トッププレーヤーを簡単に把握すること
ができます。また、それを簡単にグラフなどに出⼒し、その内容などを⾒ていくことが可能です。

 アレンジ
指標をIPCや分野コードに変更すれば、その分野のリーディングエリアとそこの年代傾向やその分野のリーディン
グカンパニーなどを⾒つけることができます。

分野のトッププレーヤーを⾒る

特許数だけでなく、傾
向を簡単に⾒ていくこ
とができます。

その会社がどこに
出願しているのか︖市
場を理解するのに役
⽴ちます。

その会社がどんな分野
に出願しているのか︖
を理解するのに役⽴ち
ます。

その会社の⾒たい
部分の特許を抽出し
て中味を読むことがで
きます。
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新規参⼊プレーヤーを発⾒する

➔公報発⾏年

↓ 出願人

A社

年別分析
集合の中から、その項⽬が初めて出現した年をはじき出してくれる機能です。
出願⼈で集計すれば、何年にどんな会社が初めてその集合に現れたか︖＝新規参⼊したかを知ることができます。

アレンジ
指標をIPCや分野コードに変更すれば、その分野について、最近の新しいエリアを発⾒するのに役⽴ちます。

参⼊してから単年で終わってい
るのか︖継続しているのか︖を
把握することができます。継続
していれば、ウォッチする必要が
あると言えます。
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分野の新規傾向をキーワードから探る

出現指標

出現指標は、⼤量の情報の中から、伸びてきている成⻑期に値する、
注目トピックを探し出すのを助ける機能です。経年の出現頻度や
コミュニティーの有無などから算出したスコアで表現します。

どのようなキーワードが、急成⻑しているか︖を抽出できます。
また、その急成⻑しているキーワードを含む特許を多く出している注⽬の
出願人や国、その特許そのものもスコアとともに抽出できます。

萌芽期 成⻑期 成熟期

変曲点

年別分析

萌芽期 成⻑期 成熟期

変曲点

最新のトピックを⾒るため、近年初めて登場したまたはもう近年登場
しなくなったトピックキーワードを調べることができる解析機能。
集合の中で、キーワードが最初に登場した年にチェックをつけます。
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分野の新規傾向をキーワードから探る
例︓ IoTの分野別傾向

レコード 用語 スコア

1 20 robot 4.564

2 14 platform 4.232

3 8 payment system 3.405

4 8 database 2.857

5 17 mobile terminal 2.491

6 7 position 2.483

IOT – サービス業

レコード用語 スコア

1 275 end 16.942

2 45 programmable logic controller 14.585

3 70 connecting rod 13.063

4 61 PLC 11.234

5 105 antenna 10.753

6 50 another end 9.525

IOT – ホームアンドビルディング・家電

レコード 用語 スコア

1 40 WO 4.3

2 527 CN 3.7

3 221 JP 0.8

4 54 KR 0.8

5 94 US 0.6

レコード 用語 スコア

1 8056 CN 126.6

2 820 KR 9.7

3 231 IN 9.3

4 206 WO 7.5

5 1024 US 3.9

6 987 JP 2.9

7 43 TW 2.9

【WO】

【robot】

【CN】

【PLC】

【最近2年間で新出のキーワード】

second connecting rod, first connecting rod, financial account, moving block, fixing 
block, real day rate, connecting block, calculating intraday Increment amount, 
push rod, connecting plate, instant amount, sliding rod, block chain, drive 
assembly, second motor, turntable, guide groove, lantern ring, pressure sensing 
data, swinging rod

【最近2年間で新出のキーワード】

financial account, calculating intraday Increment amount, instant amount, 
high-rise building, added amount, block chain, checkout system, loudspeaker, RFID 
reader, station,  delivery unit, display terminal, financing platform, instant money, 
printer, product registration apparatus, warning natural gas leakage
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 ヒートマップ

縦:IPC(キャッチワード) 横:出願⼈とし、注⼒分野を視ました。

 アレンジ

表⽰の下限を変更すると、細かい部分は⾮表⽰に
して、それなりの量がある部分だけ⾒る、ということも可能です。さらに、範囲選択のみで簡単に
Excelグラフにすることも可能です。

プレーヤーごとの注⼒分野を視る

数は少ないが、矢印が高
い部分は他社に比べて高
い分野なので、特徴的な

部分と見てよい。
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分野別の時系列動向を知る

Basic Patent Year

DWPI抄録 新規性
Keyword グループ

コンスタントに
継続されている

やらなくなって
きているもの

急激に注目
されているもの

⼀度やめられたものが⾒直されている
可能性があるのではないか︖

セルロースは90年代半
ば、⼀度注⽬されて、
いったん注目されなく
なったが、最近また⾒直
されてきているのではな
いか︖

何が⾒直されいる
のか︖

縦︓出願年 横︓DWPI抄録新規性キーワード
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アレンジ
マトリクスでは、縦横軸に、 「フィールド」として作成してある様々なデータを取ることができます。アイデア次第で、
実に様々な視点からの分析を⾏うことが可能になります。

DDAのマトリックス(ヒートマップ)で⾏うことができる分析例

出願件件数、分類の件数などのみならず

より多視点からの解析設計

年

年

年

分野 分野 分野 分野

組織 組織 組織

Key-
word

分野 組織 Keyword

組織 Keyword

Keyword

分野同士の
つながり

共同研究
共同出願

技術同士の
相関

組織が注⼒
している分野

組織が注⼒
している技術

分野へ参入
企業の推移

分野の研究
開発の動向

技術分野の
動向推移

ニーズとシーズ
の相関

Key-
word
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ヒートマップ（マトリクス）

縦:ファミリー国数 横:ファミリー種別コード のヒートマップを作成し、主要マーケット複数国に出願されており、登録されている
ものを範囲選択し、抜き出すことによって、自分たちの指標を使って重要なレコードを抜き出すことができます。

アレンジ

特許についても、被引用や審査官引用等に絞ることも有効と考えられます。

重要特許を抽出する

【論⽂の場合】
被引用が多いものTop20%の
データを抜き出す

【特許の場合】
国際的に出願されていて、かつ登録
されているものを抜き出す

➔種別コード

↓ 国数

➔被引⽤数
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テクノロジーレポート
このレポートは、集合全体の概観を把握するためのレポートです。経年出願数、企業別出願数、国別出願数などのグラフ、
年ごとの分野傾向グラフなど様々なグラフをExcel形式で出⼒します。

技術動向レポートを利⽤する

年単位や企業別の出願数
のグラフ

年ごとの分野の傾向
企業ごとの分野の傾向

のグラフ
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テクノロジーレポート
また、最近3年間について、TOP企業、この3年で初めて出てきた企業、この3年ではもう出願のない企業リスト、最近3年ではじめて
登場した分野、この3年ではもう出願のない分野など、通常のグラフでは得にくい情報も抽出しています。

技術動向レポートを利⽤する

最近3年間について、TOP企業、
この3年で初めて出てきた企業、
この3年ではもう出願のない企業
リスト

最近3年ではじめて登場した分野、この
3年ではもう出願のない分野のリスト
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テクノロジーレポート
また、最近3年間について、TOP企業、この3年で初めて出てきた企業、この3年ではもう出願のない企業リスト、最近3年では
じめて登場した分野、この3年ではもう出願のない分野など、通常のグラフでは得にくい情報も抽出しています。

技術動向レポートを利⽤する

年ごとに、TOPの出願人、TOPの
分野、この年における新しい分野
など

出願人ごとに、TOPの出願先、TOPの
発明者、分野、最近3年間に占める割
合、他の企業と比較してユニークな分野
など
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スーパープロファイルレポート
スーパープロファイルレポートにて、分析軸を年代区切りにすることで、年代ごとの、TOP出願⼈企業や、発明者、分野、その年代だけ
の分野や企業などを出⼒しています。そうすることで、研究が盛んな分野の年代別傾向や、年代の分野の特⻑などを把握することが可
能になります。

年代別の傾向をレポート出⼒する

2-3年ごとの
年代グループ

この年代の
TOP５大学

この年代の
TOP５企業

年代ごとの
拠点国TOP

５

年代ごとの
分野TOP５
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応⽤︓⽂章解析を使って技術分析する

優位性

用途

用途

新規性

優位性

新規性

・どんな技術がどんな利点を⽣むか
・どんな問題に対処するためにどんな
技術が⽣まれているか︖

・どんな改善を⾏った発明が、どんな
⽤途に活かされているか︖

・どんな新規発明がどんな用途に
活かされているか︖
・どの用途に使うためには、どんな
技術が必要なのか︖
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用途別の改善ニーズを探る

バブルをクリックすることで、
その分野をどんな企業が取
り組んでいるか︖がつかめる

バブルをクリックすることで、
その分野は数だけでなく、年

代傾向も把握できる。

絞り込んで、特許の内容を
すぐに確認できる

バブルチャート
DWPI抄録‐用途, 新規性, 優位性の⽂章をフレーズに区切り、分かりやすく⽇本にグルーピングしています。これらをバブル
チャートに描いています。どのような⽤途の⽬的のためには、どんな改善が必要とされているか︖どのような新規技術が必要とされ
ているか︖どんな技術により何が改善されているのか︖等を探っていくことが可能になります。
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各技術が生み出す効果を調査する

コンフォーカル顕微鏡のアパチャーでより
深部を⾒ることができる可能性がある。

LEDを励起光に⽤いることで、簡便さ
コスト削減の影響があるが、解像度に
影響はない。

解像度を上げる試みとして、アパーチャ、
励起光の工夫することが試みられている。
(Confocal, STED, PALM)

レンズの改善によって、深部観察、ライブ
観察の達成の可能性が検討されている。

縦軸︓ある特性を実現するための技術を
探索したい

横軸︓技術がどのような特性に影響を
与えているのかを知りたい。

➔ DWPI 優位性

↓ DWPI 新規性

アレンジ︓ 縦横軸に、DWPI抄録の新規性と優位性を利⽤することによって、各技術がどのような効
果を生み出すのかを調査しようとしています。
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ニーズとシーズの調査

細胞、組織をLive で観測する
ニーズが高い。

組織をより深部まで観測するニーズ。

より簡便に使えるものであれば、⼿術、
検査用途に使える。

培養細胞、皮膚細胞ではダメージを低減する
ことが求められ、癌細胞や腫瘍の場合はそれら
よりもそのニーズは劣る

DWPI 優位性

ここから注目する部分の
・年代
・研究機関
・具体的な内容
などを調査する

縦軸︓ある特徴のある顕微鏡が
どの様な部位を⾒るのに適しているか
の調査

横軸︓注⽬すべきアプリに関して、
どの様な特徴が求められるのかの
調査

アレンジ︓ 縦横軸に、DWPI抄録の優位性と⽤途を利⽤することによって、シーズやニーズを
探索しようとしています。

➔ DWPI 優位性

↓ DWPI 用途
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他社の新規動向を探る 共同出願をしている会社から新規傾向を把握する

新しい特許分類から新規傾向を把握する

新しい発明者の特許のワードから新規傾向を把握する
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年別分析
集合の中から、その項⽬が初めて出現した年をはじき出してくれる機能です。IPCで集計すれば、何年にどの分野の特許がその会社の
特許に現れたかを知ることができます。

共同出願をしている会社から新規傾向を把握する

最近初めて共同出願をした企業をピックアップしています。
これにより、新しいパートナー企業とどんな開発を始めよ
うとしているのかを探ろうとしています。

➔出願年

↓A社
以外の出願人

【 2013年】
東京ガス

プラントの運転計画、エネルギーネットワーク関連
阪神⾼速道路

道路の計測装置

【 2014年】
工業技術研究院 (台湾)

温冷両⽤のヒートポンプ
三井不動産

マイクログリッドのエナジーサプライ

【 2015年】
島津製作所

⾞両⽤の強度テスト装置
技術研究組合光電子融合基盤技術研究所

シリコンゲルマニウム フォトダイオード

【 2016年】
静岡大学

モバイル用リチウム二次電池
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年別分析
集合の中から、その項⽬が初めて出現した年をはじき出
してくれる機能です。IPCで集計すれば、何年にどの分野
の特許がその会社の特許に現れたかを知ることができます。

分野グラフ
IPCなどの階層構造のある分類を示すグラフです。
分野による傾向を階層を使ってみ安く表現しています。

新しい特許分類から新規傾向を把握する

➔出願年

↓ IPC

2014年2016年の4年間に新規のIPCを
ピックアップしています。これにより、最近新規に注⼒し
ている分野を探ろうとしています。

新規進出が多くなっている分野

B23K-26
接合構造体の製造方法

G07F-17
スロット ゲーム機関連

H02S-50
地絡抵抗測定 太陽光発電システムのための
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⾃然⾔語処理︓フレーズ

タイトルや抄録などの⽂章をフレーズごとに区切り、語句での分析をしやすくキーワードを作成する機能です

年別分析
集合の中から、その項⽬が初めて出現した年をはじき出してくれる機能です。タイトルに出てくるフレーズで集計すれば、何年にどんな⾔
葉が初めてその会社の特許に現れたかを知ることができます。

ワードクラウド 
該当の⾔葉を⽂字の⼤きさで⽰した、グラフです。
どんな⾔葉が多く登場するのか、簡単に⾒やすいマップです。

新しい発明者の特許のワードから新規傾向を把握する

2015年2016年に新規の発明者を取り出しました。
その集合のワードを描きだしています。どの分野にて新
規人材が多く登場しているのかを探ろうとしています。
(※日本というより海外の会社に有効)
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競合と自社を比較する 企業⽐較レポートを利⽤する

 スーパープロファイルレポートを利⽤する
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企業比較レポート
Company Report は、特定の企業についての集合から、国
への出願状況や技術分野、発明者、さらには
ここ数年での新しい出願技術エリアや発明者なども
レポートします。特定企業についての状況をボタン1つで
簡単に把握することができます。

⾃動出⼒レポートを使って簡単に競合企業と⾃社⽐較の概要を確認する
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 Top5社の技術を自動比較

事例︓企業⽐較: Top 5 assignees

TORAY IND INC TOYOBO KK

L03‐B05A [44] 磁気テープ A02‐A07C [10]

重合触媒‐有機
アルミニウム化合
物

T03‐A01B [38] データ記録の気層 A05‐F01C [9] ポリアミドの製造

T03‐A01F [29]
データ記録の層
の配置 V04‐R05A1 [7]

プリント基板のセ
ラミック

ユニークマニュアルコード

TORAY IND 
INC & 

TOYOBO KK

J01‐C03 [63]
半透膜セパレー
ションプロセス

A12‐W11J 
[49]

汚染コントロール‐
⽔処理

D04‐B07F 
[33] 海水の脱塩

共通マニュアルコード

東洋紡と東レは汚⽔処理や海⽔の
脱塩など技術で対抗するが、東レは
データの記録技術、東洋紡はポリ
マーの製法などに特徴がある。

企業比較レポート
比較企業において、ユニークな分野と共通の部分の技術分類コードを抽出する
機能があります。これらを確認することによって、比較企業中で競合するエリア、独
自エリアを簡単に把握することができます。
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スーパープロファイルレポート

スーパープロファイルレポート
スーパープロファイルレポートを使い、企業別に、Top5/10の分野はどこか︖直近の分野はどこか︖その他の企業にはない
ユニークな分野はどこか︖等、分析した結果をプロファイル形式で表⽰したレポートです。 ExcelまたはDDAのシートに展開可。
アレンジ︓分野だけではなく、文章解析したフレーズが作成してあれば、単語を使うことも可能です。
また、企業⽐較だけではなく、分析対象の軸を変更することで、技術動向分析にも利⽤できます。

企業別
企業ごとに
唯一のIPC

企業ごとに
TOP１０のIPC

企業ごとに
唯一の用途

企業ごとに
TOP５の用途

最近数年５年間
において新出の
⽤途︓企業別
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研究ネットワークを知る 企業同士のコラボを知る

企業と大学のコラボを知る

研究者のコラボからチームと動向を知る
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企業同士のコラボを知る

クラスタマップ
クラスタマップは、各種データの共起の状態をマップで表現するものです。
出願人データをクラスタマップで表現することで、企業同士の共同出願状況を知ることができます。

共願関係が
継続的なのか︖

どの分野で
共同出願

しているか︖

どの分野で
共同出願

しているか︖
キーワードより

A社

B社

C社

A社・B社・C社の
共同出願
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企業と大学のコラボを知る

ヒートマップ（マトリクス）
縦:企業  横:大学 としたヒートマップを作成することで、企業と大学の共同出願関係(産学連携状況)を⾒ることができます。
アレンジ︓
出願人を企業と大学と分けて分析しました。同様に、自分の企業にとっての、サプライヤー、顧客、競合等カテゴリ分けして
様々な分析をすることもできそうです。

➔ 企業

↓ 大学
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研究者のコラボからチームと動向を知る

クラスタマップ
クラスタマップは、各種データの共起の状態をマップで表現するものです。
1企業の発明者データをクラスタマップで表現することで、その企業の中にどのような人物を中心とした
どのくらいの規模のどのような研究チームがあるのかを把握するのに役⽴ちます。

【 Z社の研究チーム】

Team Petzold

Team
MEYER

Team
Legner

Team
Gumpoltserger

Team
SCHMITD

このチームに一番大きな人的およ
び特許の資源が投入されている
ことが分ります。このチームの内容
と動向を⾒ると、この会社の注⼒
分野を把握することにつながりそう

です。
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創薬・医薬品データを
利⽤する

技術の治療領域への寄与をみる

技術の作⽤機序への影響を⾒る

疾患領域からみた出願⼈の競合度合を⾒る

 drugの企業別・国別フェーズの動向

 ある疾患分野のdealサイズの観点から競合企業の動向を探る

特定疾患分野の国別患者数をビジュアル化して、マーケットの傾向を把
握する

疾患研究やライフサイエンス最新技術の主要研究者の動向を把握する

競合他社の研究開発の⽅向性を⾒る
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創薬系データ(Cortellisデータ)を利⽤する

創薬系データと特許情報
Cortellisデータベースより、治療領域情報を取得し、その特許の情報をDWPI特許データベースから
マニュアルコードを取得し、その発明技術がどの治療領域に寄与しているのかを把握する分析です。

例︓治療領域と（特許）発明の技術分野の相関を解析から
発明技術はどのような治療領域に寄与しているか

➔Collteris 治療領域

↓ 特許分類
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創薬系データ(Cortellisデータ)を利⽤する

例︓作⽤機序の索引と（特許）発明の技術分野の相関を解析から
発明技術はどのような影響を作用機序に関連性を与えているか

創薬系データと特許情報
Cortellisデータベースより、作⽤機序に関する索引(Action)を取得し、その特許の情報をDWPI特許データベー
スからマニュアルコードを取得し、その発明技術がどのように作用する事に寄与しているのかを把握する分析です。

➔Collteris 作⽤索引

↓ 特許分類
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創薬系データ(Cortellisデータ)を利⽤する

Therapy Areas 疾病領域から⾒て、Top50出願人の間では、関連性はあるのでしょうか。
例えば︓MerckとElan Pharm.; RocheとAstraZenecaが関連性の高い活動を展開

創薬系データと特許情報・クロスコリレーションマップ
Cortellisデータベースより治療領域の情報と、その特許の発明者情報を取得しています。
クロススコリレーションマップは、同じ治療領域に関する研究をしている出願⼈の関係性を表現しています。

【関係性︓ 出願人 ｘ 視点︓治療領域】
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医薬品関連情報︓

 Cortellis

 Derwent Innovation

 Incidence & Prevalence Database（IPD)

分析ツール︓Derwent Data Analyzer (DDA)

事例︓

1. Cortellis Drugs情報

2. Cortellis Deals情報

3. Incidence & Prevalence Database（IPD）情報

4. Derwent Innovation Patent/literature情報

5. Derwent Innovation Patent/情報

基本情報
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背景・課題︓active indicationにフォーカスしたDrugのフェーズの全体傾向を把握する。

作業︓

１．Cortellisからactive indicationにAlzheimers diseaseを含むdrug情報をエクスポート

２．DDAでactive indication: Alzheimers diseaseに限定、Status情報も必要なものに限定

Cortellis Drugs情報: 
Alzheimer’s diseaseのdrugの企業別・国別フェーズの動向

active indicationにAlzheimers diseaseを含むdrug情報
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Cortellis Drugs情報:
active indicationがAlzeheimer’s diseaseであるDrugの企業別・国別フェーズ

特⻑︓⾃由にデータ（観点）を組
み合わせて、全体傾向を掴み、詳細
は第3軸、第4軸、第5軸の観点で
掘り下げる。

PfizerやNovarisが
Launchedしたdrugが
多く、Eli LillyやRocheは
Phase 3に至ったdrugが控
えている。

米国企業の discoverしてい
る。

Development Status

C
o
m

p
a
n
y

開
発

企
業

C
o
u
n
tr

y

開
発

国
・
上

市
国

Development Status
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Cortellis Drugs情報:
active indicationがAlzeheimer’s diseaseであるDrugの企業提携関係

Originator company
開発元の企業 Company

Development Status

Country
開発国・上市国

特⻑︓2種のデータを組み合わせ、関係性を線の太さ（アク
ティブ適応がAlzheimers diseaseのドラッグのフェーズ数）を
分かり易く表⽰。右側で、開発国とフェーズの詳細を補⾜。
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背景・課題︓ある疾患分野のdealサイズの観点から競合企業の動向を探りたい。

作業︓

１．CortellisからAlzheimers disease関連ディール情報をエクスポート

２．ExcelでTotal Projected Current （M USD）をディールサイズ範囲に変換

３．DDAでディールサイズの観点で全体傾向（パイチャート）とサイズ×フェーズ（マトリックス）を作成

Cortellis Deals情報: Alzheimer’s disease関連

Alzheimers disease関連ディール情報
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Cortellis Deals情報: Alzheimer’s disease関連

1000 over M 
USDの巨大なdeal
はlaunchedが１つ、
Phase3に至った
dealも既に２つ。 
それ以下の800 Mの
dealもPhase2まで
来ている。

1000 overのPrinciple
companyが積極的

ディールサイズ（M USD)毎の件数内訳 ディールサイズ（M USD)とStatus

Deal stat year
Partner company︓
LicenseeやPurchaserなど

Principal company︓
LicensorやSellerなど

特⻑︓サイズが⼤きいディール、
小さいディール毎に傾向を掴め
易い。Principalとpartnerの
関係性も分かり易い。
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Cortellis Deals情報: Alzheimer’s disease関連

500 M以上のdeal
Principal companyとPartner company

BiogenやMerckがPartner 
companyとして積極的にアライアンス
を推進
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背景・課題︓特定疾患分野の国別患者数をビジュアル化して、マーケットの傾向を把握したい。

作業︓

１．Excelのマクロで数値を⾏数に変換

２．DDAでworld map

Incidence & Prevalence Database（IPD）情報: Diabetes Type2
Incidence（罹患数）やPrevalence（有病数）など国毎数値データの活用

Incidence & PrevalenceDatabase（IPD）:Diabetes Type2

63



Incidence（罹患数）やPrevalence（有病数）など国毎数値データの活用

Population  2017

Prevalence rate 2017

Population 2017 (*100,000人)

Prevalence 2017 (＊10,000人)

中国、米国、ブラジルで
Prevalenceが高い。

ブラジル、エジプト、ポルトガ
ルでPrevalence rateが高
い。

特⻑︓様々なタイプの国別
統計データ・数値データを世
界地図で並べて俯瞰する。
人口、国別患者数、医薬品
開発国、国別売上、自社・
他社のマーケットシェアなど
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Prevalence 2017 (＊10,000人)

Prevalence 2030 (＊10,000人)

中国、ドイツでは2030年は
2017年よりPrevalenceが
高くなっている可能性がある。

Incidence（罹患数）やPrevalence（有病数）など国毎数値データの活用
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参考事例-商標出願件数の活用:自社事業の世界進出状況を経営層へレポート

商標出願データをワールドマップに落とし込み、経
営層の直観的な理解が可能に︕DDAワールドマップ

従来のExcelグラフ

従来︓
自社の世界進出状況を経営層へレポートするため、自社商
標の国・地域別出願データ（件数）をExcelのグラフで
visualするが、現状を直観的に理解してもらうことが難しい。
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研究動向の把握のために有⼒研究者ネットワークを分析︓
CRISPRの特許発明者ネットワーク

発明者ネットワーク

CRISPR分野の最大の研究グ
ループ︓彼等の具体的な研究
内容は︖

CRISPR分野の2，3
番⼿の研究グループ︓
彼等の具体的な研究
内容は︖

67

特⻑︓共同発明者の関係
性をビジュアル化。大きなナッ
トワークは、主要・著名な発
明者・研究グループ。小さな
ナットワークは萌芽的な研究
の可能性。
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研究動向の把握のために有⼒研究者の注⽬ワードを分析︓
CRISPR研究者（論⽂著者）と研究キーワード関連マップ

研究者（著者）×研究キーワードマップ

CRISPR分野の最大の研究グループ（Zhang, 
Feng⽒）の論⽂キーワードランキング

研究の⽅向性を把握︕

特⻑︓著名な研究者（著者）毎に研究領域
のトピックをランキング。
自社の研究者の興味を惹き、研究トレンドやア
イデアのキッカケに効果的。
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Novaritis社出願人ネットワーク

Pennsylvania大学と
共同出願（研究）︓ 
近年出願増加

特⻑︓他社・⼤学・研究機関との
共同研究状況を簡単に俯瞰

※Aduna MapはDDA v7.0 より クラスタマップに
変更されるため、⾒た⽬が変更になります。

Glaxosmithkline社と共同出願︓
毎年出願増加 

IRM社と共同出願︓
毎年出願増加

競合他社の研究開発動向を把握するために共願関係を分析︓
 Novartis社の癌治療薬特許（2010年出願以降）の出願⼈ネットワーク
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競合他社の研究開発動向を把握するために共願関係を分析︓
 Novartis社の癌治療薬特許（2010年出願以降）の出願⼈ネットワーク

70

Novaritis社出願人ネットワーク

血液系の癌を対象に
研究
（DWPI用途情報）

Cell therapy・Gene therapy・
mTOR Inhibitorを研究
（DWPI作用機序情報）

June Carl H, Brogdon Jennifer, Milone 
Michaeを中心とした研究体制
（発明者ネットワーク）

近年出願増加

近年増加しているPennsylvania大学との共同出願に注目



論⽂データを利⽤する 論⽂情報から最新の技術ニーズを探る

論⽂と特許の情報の⽐較から技術動向を探る
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分野において研究機関の経時的傾向を⾒る

バブルチャート
ここでは、集めた分野についての論⽂集合から、発⾏年と所属機関の情報を利⽤して、どんな研究機関がいつごろどの
程度の論⽂を発表しているかを分析しようとしています。
アレンジ︓ 縦軸を分野コード、キーワードにしたり、横軸を所属機関とすることで、研究機関ごとの研究エリアが把握できる。

投稿先の国は
何処か？

どのような内容
なのか？

キーワードより

ダブルクリックで、レコードに
即時にアクセス

抄録や論文情報を確認できます
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ワードクラウド
ここでは、集めた分野についての論⽂集合から、キーワード情報を使って、ともに使われているキーワードの関係をマップしてい
ます。どんな分野と関連が深いのか、関心ある分野を絞り込んだり、キーワードから著者や研究機関を調べることも可能です

利⽤されているキーワードを俯瞰的に⾒てアプローチする

助成金提供機関により、

どの国のどんな助成が出てい
るかを知る

引用数を出すことで、こ
の分野の引用数の高いも
のを絞り出すことも可能

発行年を出すことで、

このキーワードの継続
性・経時的な変化を知る
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クラスターマップ
ここでは、集めた分野についての論⽂集合から、キーワード情報を使って、ともに使われているキーワードの関係をマップしてい
ます。どんな分野と関連が深いのか、関心ある分野を絞り込んだり、キーワードから著者や研究機関を調べることも可能です。
アレンジ： 分析軸を研究機関や著者に変更することで、共同研究関係を⾒ることができる。

キーワードの関係性から分野の傾向を探る

どんな研究機関
が多いのか？

その分野の経時
的変化は？

何処の国で活発
に研究されてい

るか？
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各分野における課題に対する関連技術の分析や

共同開発状況および各国での特許出願動向等を把握

CNRS サノフィ
アベンティス

ジョンズ
ホプキンス大学

INSERM

復旦大学 米国
保健福祉省

アムジェン
テキサス大学

ヤンセン

カリフォルニア大学

ブリストル
マイヤーズ

ウィスコンシン大学

カソリック大学

バイエル ノバルティス

メルク

延世大学

ソウル大学

高麗大学

ファイザー

韓国
生命工学
研究院

産学連携やグローバル化に関する分析
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論⽂情報から最新の技術ニーズを探る

Web of Science / ヒートマップ（マトリクス）
ここでは、Web of Science の⽂献情報を利⽤してどのような分野においてどのような技術が
求められているか、を探ろうとしています。

解像度、live観測、細胞を3
次元的に観測するニーズが
特に高い。

分光観察において解像度を求
めるニーズが高い。

病理医学ではダメージ簡易的に使えることが必要で、解
像度や3次元で⾒ることなどのニーズは少ない。

神経系を⾒る際には、解像度
は必要なく、深部解析のニーズ
が高い。

免疫分野では解像度は必要な
く、Live観察や低ダメージの
ニーズ高い

WOS分野と優位性
のキーワードの相関

各技術がどのような
分野で重要視されて
いるのかを⾒るための
指標となる

【縦軸︓ Web of Science カテゴリ ｘ 横軸︓論⽂抄録 のキーワード】

➔抄録キーワード

↓ 文献カテゴリ
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⾃動出⼒レポートを使って全体の傾向や注⽬トピックを探る

Web of Science / ⾃動出⼒レポート
ここでは、Web of Science の⽂献情報を利⽤して簡単に⾃動出⼒レポートを使⽤するだけでも、
⾼被引⽤⽂献や中⼼となっている国や研究機関などの情報を整理して得ることができます。
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⾃動出⼒レポートを使って全体の傾向や注⽬トピックを探る
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論⽂と特許の情報の⽐較から技術動向を探る

Web of Science / バブルチャート
ここでは、論⽂と特許に同じ⽐較軸を作り⽐較しています。つまり、特許の動向(=企業による開発動向)と
論⽂の動向(=大学等による研究の動向)を比較しています。
特許＞学術文献 ・・・・すでに基礎研究を終え、実用化の開発段階にある
特許＜学術文献 ・・・・まだ研究段階。実⽤化に向けた開発はこれから︖
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商標データを利⽤する 各社の商標、ビジネス進出状況などを分析する
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各社の商標、ビジネス進出状況などを分析する

ヒートマップ
商標情報は、実際にビジネス商材に関する出願になるため、直接的に特定企業の進出戦略を分析するのに貢献します。
出願先の国や指定区分を使って他社の商標、ビジネス進出状況などを分析することができます。
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商標 (SAEGISデータによる)の分析

アレンジ︓以下のような情報を使って、様々な分析を⾏うことができます。
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分析内容を情報共有し
て組織内で有効活用す
るために

 Derwent Data Analyzer Readerのご紹介
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 DDA Reader について

Derwent Data Analyzer Reader（DDA Reader)は Derwent Data Analyzer (DDA）
の同じ対話式のインターフェースを有しますが、 編集やシートを作成する機能のない、作成されたファイルを
閲覧するためのソフトウェアです。

専門家ユーザーがDDAで作成したファイルをDDA Readerで表⽰し、詳細ウィンドウを利⽤して分析⾓度を
変えて結果を閲覧することができます。

DDA Reader版
DDAにより作成された分析結果を閲覧する専用ソフトウェア

以下のような用途に適しています。

・ 分析結果を利⽤したいが、分析はしない
（するまでの余裕はない）

・ 分析結果はある程度整理されたものを使いたい
（⾃分が整理する余裕はない）

・ 分析結果を⾒た時に、統計データや結果だけではなく、
同時に中身を確認したい

・ 分析結果を⾃分の考えで⾓度を変えて⾒てみたい
（それによってアイディアが生まれる）

・ 分析結果を⾒ながら、知財部⾨/開発者でインタラクティブ
な議論をしたい

・ 今までは⽇本特許の分析しか⾒ていないが、グローバル
特許情報の解析の重要になって来ている

・ DWPIのデータでのグローバル特許分析に魅⼒を感じる
・ TRのコンサル・IPSCサービスの結果をDDA形式で受け

取って自社で展開したい

DDA＋DDA Reader

DDA
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DDA Reader版
DDAにより作成された分析結果を閲覧する専用ソフトウェア

クリックや範囲指定 中味を様々な
観点のグラフで表現

レコードの取出し

内容の閲覧

作成者の作成した
シートを呼び出し
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■機能の違い

Derwent Data Analyzer(DDA)とDDA Reader機能比較

Derwent Data Analyzer

・グローバルでの貴社の競合の動向調査
・特定技術テーマでの⽤途探索
・アーリーステージ技術の分析・探索

機能 DDA本体 DDA Reader

分析・データ整理機能 ○ ×

分析結果シート(各種マップ)の作成 ○ ×

⾃動出⼒レポートの作成 ○ ×

詳細ウィンドウにより第3軸の設定 ○ ○

タイトルウィンドウを開きレ各コードの詳細を確認 ○ ○

グルーピング・マイキーワード ○ △
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About Clarivate

Clarivate  is a leading global provider of transformative intelligence. We offer enriched data, insights & analytics, workflow solutions and 
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© 2024 Clarivate. All rights reserved

Clarivate and its logo, as well as all other trademarks 
used herein are trademarks of their respective owners 
and used under license.

カスタマーサービス（ヘルプデスク）
Tel (フリーコール)︓0800‐170‐5577
Tel︓03‐4589‐3107
Email:  ts.support.jp@clarivate.com

サービス時間︓⽉ー⾦（祝祭⽇を除く）
午前9時30分〜午後5時30分

サービス全般に関するお問い合わせ

Tel:03‐4589‐3101

https://clarivate.com/
mailto:ts.support.jp@clarivate.com

	Slide1
	Derwent Data Analyzer 事例集
	基本的なトレンド把握：日付データ
	基本的なトレンド把握：国データ
	基本的なトレンド把握：出願人
	基本的なトレンド把握：出願人と出願年
	基本的なトレンド把握：IPCと出願年
	基本的なトレンド把握：出願人とIPCと出願年
	基本的なトレンド把握：2社の比較
	引用情報の利用：出願人と出願年と被引用数
	引用情報の利用：出願人と被引用特許の年
	ファミリー情報の活用：ファミリーのメンバーが増えいている（出願先を増やしている）特許はどれか?�
	数値を利用した分析：Derwent Innovationの価値指標の活用
	キーパーソン分析：競合他社の発明体制の重要人物（特許の発明者）
	技術の観点の分析：IPC×出願年
	技術の観点の分析：IPC×出願年
	技術の観点の分析：課題×出願年、出願人×課題×出願年
	技術の観点の分析：近年伸びつつある技術（出現指標）
	技術の観点の分析：近年伸びつつある技術（マトリクス）
	技術の観点：最近初めて登場したフレーズ（年別分析）
	技術の観点の分析：フレーズ・ワードを使って分析母集団の技術的特徴を俯瞰�
	Slide22
	分野の動向分析
	分野のトッププレーヤーを見る
	新規参入プレーヤーを発見する
	分野の新規傾向をキーワードから探る
	分野の新規傾向をキーワードから探る�例：　IoTの分野別傾向
	プレーヤーごとの注力分野を視る
	分野別の時系列動向を知る
	DDAのマトリックス(ヒートマップ)で行うことができる分析例
	重要特許を抽出する
	技術動向レポートを利用する
	技術動向レポートを利用する
	技術動向レポートを利用する
	年代別の傾向をレポート出力する
	応用：文章解析を使って技術分析する
	用途別の改善ニーズを探る
	各技術が生み出す効果を調査する　
	ニーズとシーズの調査
	他社の新規動向を探る
	共同出願をしている会社から新規傾向を把握する
	新しい特許分類から新規傾向を把握する
	新しい発明者の特許のワードから新規傾向を把握する
	競合と自社を比較する
	自動出力レポートを使って簡単に競合企業と自社比較の概要を確認する
	事例：企業比較: Top 5 assignees
	スーパープロファイルレポート
	研究ネットワークを知る
	企業同士のコラボを知る
	企業と大学のコラボを知る
	研究者のコラボからチームと動向を知る
	創薬・医薬品データを�利用する
	創薬系データ(Cortellisデータ)を利用する�
	創薬系データ(Cortellisデータ)を利用する�
	創薬系データ(Cortellisデータ)を利用する�
	基本情報
	Cortellis Drugs情報: �Alzheimer’s diseaseのdrugの企業別・国別フェーズの動向
	Cortellis Drugs情報:�active indicationがAlzeheimer’s diseaseであるDrugの企業別・国別フェーズ
	Cortellis Drugs情報:�active indicationがAlzeheimer’s diseaseであるDrugの企業提携関係
	Cortellis Deals情報: Alzheimer’s disease関連
	Cortellis Deals情報: Alzheimer’s disease関連
	Cortellis Deals情報: Alzheimer’s disease関連
	Incidence & Prevalence Database（IPD）情報: Diabetes Type2�Incidence（罹患数）やPrevalence（有病数）など国毎数値データの活用
	Incidence（罹患数）やPrevalence（有病数）など国毎数値データの活用
	Incidence（罹患数）やPrevalence（有病数）など国毎数値データの活用
	参考事例-商標出願件数の活用:自社事業の世界進出状況を経営層へレポート�
	研究動向の把握のために有力研究者ネットワークを分析：�CRISPRの特許発明者ネットワーク
	研究動向の把握のために有力研究者の注目ワードを分析：�CRISPR研究者（論文著者）と研究キーワード関連マップ�
	競合他社の研究開発動向を把握するために共願関係を分析：� Novartis社の癌治療薬特許（2010年出願以降）の出願人ネットワーク�
	競合他社の研究開発動向を把握するために共願関係を分析：� Novartis社の癌治療薬特許（2010年出願以降）の出願人ネットワーク�
	論文データを利用する
	分野において研究機関の経時的傾向を見る
	利用されているキーワードを俯瞰的に見てアプローチする
	キーワードの関係性から分野の傾向を探る
	産学連携やグローバル化に関する分析�
	論文情報から最新の技術ニーズを探る
	自動出力レポートを使って全体の傾向や注目トピックを探る
	自動出力レポートを使って全体の傾向や注目トピックを探る
	論文と特許の情報の比較から技術動向を探る
	商標データを利用する
	各社の商標、ビジネス進出状況などを分析する�
	 商標 (SAEGISデータによる)の分析	
	分析内容を情報共有して組織内で有効活用するために
	DDA Reader版�DDAにより作成された分析結果を閲覧する専用ソフトウェア
	DDA Reader版�DDAにより作成された分析結果を閲覧する専用ソフトウェア
	Derwent Data Analyzer(DDA)とDDA Reader機能比較�
	Slide87
	Slide88
	ポリアミド技術に関する技術動向分析
	分析作業　
	分析作業
	分析作業
	基本的なトレンド把握：年（出願年・優先権主張年最先）�
	基本的なトレンド把握：国（DWPIファミリー国）
	基本的なトレンド把握：出願人（クリーン、最終親会社など）
	基本的なトレンド把握：共願関係（共同研究開発関係）
	基本的なトレンド把握：各出願人の出願推移
	基本的なトレンド把握：各IPCの出願推移
	基本的なトレンド把握：各出願人の出願推移（バブルの大きさ：件数、バブル内の軸：有効・無効）
	基本的なトレンド把握：各出願人の出願推移（バブルの大きさ：件数、バブル内の軸：被引用数）
	技術の分析軸作成：DWPI優位性（効果、課題）のフレーズのグループ化
	各出願人の特許の効果・課題：
	各出願人の特許の効果・課題：時系列変化
	技術の最初の芽と�伸び盛りの分野の�発見(抽出）
	最近伸びているフレーズ：出現指標
	最近初めて登場したフレーズ：年別分析
	Derwent Data Analyzer マニュアル
	Slide108
	技術の観点の分析：用途×出願年、出願人×用途×出願年
	技術の観点の分析：課題×出願年、出願人×課題×出願年
	技術の観点の分析：用途×出願年、出願人×用途×出願年
	キーパーソン分析：論文の著者
	技術の観点の分析：最近伸びつつある技術
	引用情報の利用：
	技術動向レポート
	企業比較レポート
	基本的なトレンド把握：IPCと出願年

